
学生の就職・採用活動開始時期等
に関する調査結果（速報版）について

（概要）
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そう思う
合計

先輩の体験など、昨年の就職活動の
情報を参考にすることができた 53.5％

どの時期にどのような就職活動をするか
予定をたてやすく準備・行動ができた 52.6％

就職活動期間が比較的短期間で済んだ 36.2％

大学の試験に落ち着いて取り組むことができた 38.3％

卒業論文（研究）・修士論文（研究）に
早い時期から取り組むことができた 29.1％

夏の暑い時期に就職活動を行わなくて済んだ 54.8％

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など
課外活動に取り組む機会を充実することができた 29.5％

企業研究や就職先の選択のための
時間が十分確保できなかった 28.0％

面接などの選考活動を早期に
開始する企業があり混乱した 60.0％

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止する観点から行
われた緊急事態宣言等の影響により、見込んでいた時期より
も就職・採用活動の実施時期を遅くする企業があり混乱した

34.9％

就職・採用活動時期に関する認識

• 内閣府では、就職・採用活動の円滑な実施及び若者の安定的な雇用に資することを目的として、就職・採用活動に関する学生の意識・
行動等の実態について調査を実施。（2021年度調査の有効回答数は6,591名（大学4年生：4,873名、大学院2年生：1,718名））

• 2021年度の就職活動時期が、昨年度と同じ時期（広報活動3月、採用選考活動6月）に設定されたことについては、約５割の学生が「昨年
の就職活動の情報を参考にすることができた」、「予定をたてやすく準備・行動ができた」、「夏の暑い時期に就職活動を行わなくて済ん
だ」、という点に特にメリットを感じている一方で、約６割の学生からは「選考活動を早期に開始する企業があり混乱した」との回答も存在。

• 就活ルール（広報活動3月、採用選考活動6月）について、「ルールは必要」とする人は約7割。特に、「ルールは必要であり、現在の開始
時期がよい」との回答の割合が最も高い。
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そう思う どちらかといえばそう思う どちらでもない
どちらかといえばそう思わない そう思わない

いずれもn=5,255

就職・採用活動時期に関する認識 就職・採用活動時期（就活ルール）に関する認識

ルールは
必要 計

66.6％

67.9％
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2020年度調査・全体
（n=6,055）

今年度調査・全体
(n=5,449)

ルールは必要であり、現在の開始時期がよい
ルールは必要だが、現在の開始時期より早い方がよい
ルールは必要だが、現在の開始時期より遅い方がよい
ルールは必要ない
その他
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企業説明会やセミナーへの参加時期

• 企業説明会等への参加時期（ピーク）は、昨年度と比べ、9月以前に参加したとする回答割合がやや上昇したものの、
2月はやや減少しており、早期化は抑制されている傾向。

• 9月以前に「採用を目的とした※」企業説明会等に参加した学生は、５％未満。

企業説明会やセミナー等へ参加した時期（ピーク） 「採用を目的とした」企業説明会やセミナー等へ参加した時期（ピーク）

月別回答割合

累計割合

月別回答割合

累計割合
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10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

卒業・修了前年度 卒業・修了年度
2017年度調査・全体・企業説明会等への参加のピーク：月別回答割合(n=8,029)
2018年度調査・全体・企業説明会等への参加のピーク：月別回答割合(n=8,155)
2019年度調査・全体・企業説明会等への参加のピーク：月別回答割合(n=5,598)
2020年度調査・全体・企業説明会等への参加のピーク：月別回答割合(n=5,440)
今年度調査・全体・企業説明会等への参加のピーク：月別回答割合(n=5,114)
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2020年度調査・全体・企業説明会等への参加のピーク：累積割合(n=5,440)
今年度調査・全体・企業説明会等への参加のピーク：累積割合(n=5,114)
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※採用を目的としない説明会等（就職活動の準備に関する説明会、キャリアセミナー・マナー講座、自己啓発セミナー等）は省いて考えていただくように回答者に案内した上で調査を実施。

2月の割合が低下



採用面接の実施時期

• 最初に採用面接を受けた時期は、概ね昨年度と同様の傾向。累計で見ると、４月までに約９割の学生が面接。
• 採用面接のピーク時期は、2019年度調査と同様に４月の割合が最も高い。一方で、３月の回答割合がやや上昇し、
ピークが若干早まる傾向も見られた。

採用面接を受けた時期（最初） 採用面接を受けた時期（ピーク）

月別回答割合

累計割合

月別回答割合

累計割合
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2017年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：月別回答割合(n=7,221)
2018年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：月別回答割合(n=7,389)
2019年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：月別回答割合(n=4,976)
2020年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：月別回答割合(n=4,902)
今年度調査・全体・最初に受けた採用面接の時期：月別回答割合(n=4,384)
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今年度調査・全体・採用面接のピーク：累積割合(n=4,384) 3

ピークが若干早まる

昨年度と同様の傾向

約9割が4月までに
最初の面接

3月の割合が上昇



内々定を受けた時期

• 内々定を受けた時期は、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前の2019年度調査と同様、４月がピークに。
• 累計では６月までに約９割が最初に内々定を受けている。
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卒業・修了前年度
2020年6月～8月の時期

卒業・修了前年度
2020年9月～11月の時期

卒業・修了前年度
2020年12月～2021年2月の時期

卒業・修了前年度2021年3月～
卒業・修了年度5月の時期

卒業・修了年度
2021年6月の時期

卒業・修了年度
2021年7月の時期

就職活動に要する期間、学修時間の確保

• 2021年度の就職活動に要する期間は、「9ヶ月間程度以上」の割合が約4割と最も高く、年々その割合は高まってきて
おり、長期化の傾向。

• 学修時間の確保については、「卒業・修了前年度３月～卒業・修了年度５月」、「卒業・修了年度６月」及び「卒業・
修了年度７月」が「確保できた」との回答が昨年度より上昇。
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就職活動の始まりから終わりまでの期間 就職活動と学修時間の確保
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時期別の学修時間について、「十分学修時間を確保できた」「必要な学修時間は確保
できた」「一定の学修時間は確保できた」のいずれかを回答した割合



• インターンシップに参加した学生が約7割。約5割の学生が「複数回参加」と回答。
• 参加したインターンシップのうち最長の日数として、「1日」又は「半日」と回答した割合は約５割。
• これまでと比べ、今年度調査では「半日」の割合が上昇し、「5日以上」の割合が低下している。
• インターンシップへのすべての参加回数のうち、半日間又は1日間のインターンシップの参加回数が占める割合は約８割。
※企業が「インターンシップ」や「ワンデー仕事体験」等と称して実施したプログラムをすべて含めて回答を求めた。

インターンシップへの参加状況等
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インターンシップ参加経験の有無
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半日間又は1日間のインターンシップの参加状況



• インターンシップに参加した効果として、「良い影響」の項目では、「仕事の内容を具体的に知ることができた」等で「半日
間または1日間」と比べ「2日間以上」の方が、値が高い傾向。

• 一方で、「インターンシップ参加者に対しての採用試験・面接等（採用選考活動）の案内があった」等で採用選考に関
連する情報の案内があった割合は、「半日間または1日間」の方で高い。

インターンシップに参加した効果

7

良
い
影
響

業界・業種を理解することが
できた

仕事の内容を具体的に知る
ことができた

会社の雰囲気を理解すること
ができた

自分の将来設計（キャリアプ
ラン）を考えるのに役だった

日頃の学修への意欲が上がった

新たな学修に取り組むきっか
けとなった

自分自身のスキルや能力につ
いてよく考えるきっかけとなった

専門分野における知識、
スキルや能力が身についた
課題発見・解決能力、主体性や
自己管理力等、社会人として必要
なスキルや能力が身についた

インターンシップ参加の効果

悪
い
影
響

学業に支障が生じた

アルバイトに支障が生じた

部活動・サークル活動に支障が生じた

そ
の
他

参加した企業から、その企業の採用
選考に関する詳細な情報を聞くことが

できた
インターンシップ参加者に
対しての企業説明会等

（広報活動）の案内があった
インターンシップ参加者に対しての
採用試験・面接等（採用選考活

動）の案内があった
採用選考の際のプロセスが
一部省略されるなど、

採用選考上の優遇が受けられた

参加した企業から内々定を
受けることにつながった

※グラフは「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」の合計値
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20.5 

28.4 

37.6 

42.2 

36.7 

4.3 

6.9 

3.4 

13.3 

24.5 

37.0 

42.5 

48.2 

9.4 

16.1 

8.5 

0 20 40 60 80 100

24.5 

36.3 

43.5 

45.8 

43.9 

8.3 

12.6 

8.4 

12.6 

19.0 

24.7 

30.5 

35.8 

11.8 

18.4 

12.3 

半日間または１日間のインターンシップ 「そう思う」 半日間または１日間のインターンシップ 「どちらかといえばそう思う」

２日間以上のインターンシップ 「そう思う」 ２日間以上のインターンシップ 「どちらかといえばそう思う」



• 参加したインターンシップのなかで、「就業体験等を伴うものではなかった」と回答した割合は、「半日間・1日間」で約７割。
これまでと比較すると、就業体験を伴う割合は低くなっている。

• インターンシップが採用のための実質的な選考行為を含んでいた割合は約3割。
• インターンシップ参加後に、参加者を対象としたアプローチを受けたかについて、「採用説明会・セミナーに参加した（2021年2
月以前に開催）」が約6割、「インターンシップ参加者を対象とした早期選考の案内」が約5割、「採用試験・面接等を受けた
（2021年5月以前に実施されたもの）」「エントリーの案内」が約4割。

インターンシップへの参加状況等

8

参加したインターンシップの就業体験等との関係性

43.5

41.9

30.1

56.5

58.1

69.9

0% 50% 100%

2019年度調査・全体
(集計対象者件数：3,695)

(インターンシップの参加回数累計：15,131)

2020年度調査・全体
(集計対象者件数：4,141)

(インターンシップの参加回数累計：20,104)

今年度調査・全体
(集計対象者件数：5,588)

(インターンシップの参加回数累計：22,881)

就業体験等を伴うものだった 就業体験等を伴うものではなかった

半日間・1日間のインターンシップ

71.1

73.8

59.6

28.9

26.2

40.4

0% 50% 100%

2019年度調査・全体
(集計対象者件数：2,419)

(インターンシップの参加回数累計：4,528)

2020年度調査・全体
(集計対象者件数：2,713)

(インターンシップの参加回数累計：5,109)

今年度調査・全体
(集計対象者件数：3,092)

(インターンシップの参加回数累計：4,688)

就業体験等を伴うものだった 就業体験等を伴うものではなかった

2日間以上のインターンシップ

参加したインターンシップにおける実質的な選考実施の有無 インターンシップ参加後に、参加者を対象としたアプローチを受けたか

27.6

32.4

32.0

72.4

67.6

68.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度調査・全体
(集計対象者件数：4,395)

(インターンシップの参加回数累計：19,659)

2020年度調査・全体
(集計対象者件数：4,787)

(インターンシップの参加回数累計：25,213)

今年度調査・全体
(集計対象者件数：3,988)

(インターンシップの参加回数累計：27,569)

採用のための実質的な選考を行う活動を含んでいた
採用のための実質的な選考を行う活動を含んでいなかった（又は含んでいるかわからなかった）

56.9

30.5
38.1

6.8

50.6

25.7
37.7

11.7
0.4

15.5

0%

20%

40%

60%

インター
ンシップ
参加者を
対象とし
た採用説
明会、セ
ミナーに
参加した
（2021年
２月以前
に開催さ
れたも
の）

インター
ンシップ
参加者を
対象とし
た採用説
明会、セ
ミナーに
参加した
（2021年3
月以降に
開催され
たもの）

インター
ンシップ
参加者を
対象とし
た採用試
験、面接
等を受け
た（2021
年5月以前
に実施さ
れたも
の）

インター
ンシップ
参加者を
対象とし
た採用試
験、面接
等を受け
た（2021
年6月以降
に実施さ
れたも
の）

インター
ンシップ
参加者を
対象とし
た早期選
考の案内

人事・リ
クルー
ターから
の接触

エント
リーの案
内

内々定
（イン
ターン
シップか
らの採用
直結であ
り、2021
年5月以前
に受けた
もの）

その他 インター
ンシップ
参加者を
対象とし
た採用に
関わるも
のは何も
受けてい
ない

n=3,988



自由応募
（ウェブサイト等からのエントリー等）

インターンシップに参加した会社側からの案内
（人事、リクルーター、大学のＯＢ／ＯＧ、リファラル採用等）

インターンシップに参加していない会社側からの案内
（人事、リクルーター、大学のＯＢ／ＯＧ、リファラル採用等）

スカウト型のウェブサイトを通じた会社側からの案内

大学の教員からの紹介

大学の就職支援担当課、キャリアセンターからの紹介

公的な就職支援機関
（ジョブカフェ、ハローワーク等）

縁故（家族・親族・知人の縁故）からの紹介

アルバイト先（正社員としての登用、入社の誘い等）
からの紹介

新卒エージェントからの紹介

その他

採用を目的とした企業説明会・セミナー、採用面接の経路

• 最初に受けた採用を目的とした企業説明会等を受けた経路について、広報活動開始前の方が著しく高いものは、「イン
ターンシップに参加した会社側からの案内（人事、リクルーター、大学のＯＢ／ＯＧ、リファラル採用等）」との回答で約２割。

• 面接を受けた経路も同様に、著しく高いものは、「インターンシップに参加した会社側からの案内（人事、リクルーター、大学
のＯＢ／ＯＧ、リファラル採用等）」との回答で約３割。
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自由応募
（ウェブサイト等からのエントリー等）

インターンシップに参加した会社側からの案内
（人事、リクルーター、大学のＯＢ／ＯＧ、リファラル採用等）

インターンシップに参加していない会社側からの案内
（人事、リクルーター、大学のＯＢ／ＯＧ、リファラル採用等）

スカウト型のウェブサイトを通じた会社側からの案内

大学の教員からの紹介

大学の就職支援担当課、キャリアセンターからの紹介

公的な就職支援機関
（ジョブカフェ、ハローワーク等）

縁故（家族・親族・知人の縁故）からの紹介

アルバイト先（正社員としての登用、入社の誘い等）
からの紹介

新卒エージェントからの紹介

その他

76.1

7.0

0.5

3.2

0.7

5.5

1.0

0.7

0.4

3.8

1.1

61.4

21.7

1.2

6.5

0.3

3.1

0.7

0.8

0.3

2.8

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

卒業・修了前年度の3月以降・全体(n=1,635)
卒業・修了前年度の2月以前・全体(n=3,040)

63.6

3.5

0.2

3.4

3.8

8.1

0.7

4.9

1.3

10.4

0.0

57.2

27.7

1.6

5.1

0.4

1.4

0.9

0.5

0.4

3.9

1.0

0% 20% 40% 60% 80%

卒業・修了年度の6月以降・全体(n=135)
卒業・修了年度の5月以前・全体(n=4,249)

最初に受けた「採用を目的とした企業説明会やセミナー等」の経路 最初に受けた「面接」の企業の経路
※公務員・教職員志望者除く



企業説明会等や採用面接への参加方法
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企業説明会やセミナー等への参加方法 採用面接の参加方法

45.9

11.5

47.2

84.4

7.0 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年度調査・全体

(集計対象者件数：5,440)

(全参加件数累計：109,509)

今年度調査・全体

(集計対象者件数：5,114)

(全参加件数累計：128,519)

対面のみでの参加 ウェブ等のみでの参加 対面とウェブ等の両方での参加

• 企業説明会やセミナー等、採用面接において、ウェブ等の方法で参加した割合は約９割であり、昨年度から増加。

25.4

12.9

56.5

66.6

18.1 

20.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年度調査・全体

(集計対象者件数：5,561)

(全実施件数累計：53,325)

今年度調査・全体

(集計対象者件数：5,070)

(全参加件数累計：52,725)

対面のみでの参加 ウェブ等のみでの参加 対面とウェブ等の両方での参加

※全参加件数は、各方法で実施したと回答した件数を合計した数。

「ウェブ等のみでの参加」,「対面とウェブ等の両方での参加」は88.5% 「ウェブ等のみでの参加」,「対面とウェブ等の両方での参加」は87.2%



企業説明会が延期・中止になる等、移動や対面での接点が
なくなり、企業や仕事などの情報収集が十分にできなかった

通信回線が不安定で、企業説明会や面接の途中で
音声・映像が途切れるなどしたことがあった

オンラインでの面接でうまくコミュニケーションをとることが難しかった

大学のキャリアセンターを十分に活用することができなかった

移動で公共交通機関を使うことに関し不安が大きかった

• 対面で実施されることを理由に、企業説明会等を自ら取りやめたとする回答は約３割と微減。一方、採用面接の中止
は約３％であり昨年よりも大きく減少。

• 想定していたよりも就職活動においてプラスになった・メリットになったことは、「オンラインの活用が増えたので、交通費など
の負担が軽減した」が最も高く9割。

• 一方、課題としては、「移動や対面での接点がなくなり、企業や仕事などの情報収集が十分にできなかった」、「企業説
明会や面接の途中で音声・映像が途切れるなどしたことがあった」との回答が約5割。

新型コロナウイルス感染症の影響等

11

オンラインの活用が増えたので、
交通費など費用面の負担が軽減した

オンラインの活用が増えたので、現在の居住地から遠い企業の
説明会に参加しやすくなったり、採用面接が受けやすくなったりした

オンラインの活用が増えたので、スケジュール調整
（東京と大阪を一日で受けるなど）がしやすくなった

オンラインの活用が増えたので、受けられる企業の数が増えた

オンラインの活用が増えたので、緊張しない・リラックスした状態で
面接などを受けられるようになった

87.7

69.6

56.4

52.7

40.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

57.7

41.9

37.8

38.3

49.9

46.2

45.8

38.0

32.2

27.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年度調査・全体(n=5,807)
今年度調査・全体(n=5,255)

就職活動に関する新型コロナウイルス感染症による課題

新型コロナウイルス感染症による社会的な変容が就職活動に与えたメリット

※上位５つを抜粋

※上位５つを抜粋

参加をとり

やめた企業
が1社以上
ある割合

27.5％

25.8％

72.5

74.2

24.6

21.9

2.3 

2.7 

0.5 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年度調査・全体
（n=5,807）

今年度調査・全体
(n=5,114)

0社 1～5社 6～10社 11社以上

企業説明会やセミナー等への参加の取りやめ

採用面接の中止
中止に

なった企
業が1社以

上ある割
合

19.2％

2.7％

80.8

97.3

18.3

2.5

0.8 

0.1 

0.1 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2020年度調査・全体
(n=5,807)

今年度調査・全体
(n=5,070)

0社 1～5社 6～10社 11社以上

※対面で実施されることを理由に、自ら参加を取りやめたもの。

※受けることが予定されていた面接で、新型コロナウイルス感
染症の感染拡大の影響で実施が中止になったもの。



多くの企業
で配慮+

ある程度の
企業で配慮計

68.4％

73.7％

72.4％

• 多くの企業又はある程度の企業で、
・説明会や面接等の日程に関して、授業や試験等の妨げにならないよう配慮がなされていたと感じた学生の割合は
約７割。
・留学経験者向けのスケジュールや情報を示すなど、留学により不利にならないよう配慮がなされていたと感じた学生の
割合は約３割に低下。

企業による学業等や留学経験者への配慮
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説明会や面接等の日程・時間帯等 留学経験者に対する企業側の配慮の状況

29.5

35.5

30.4

38.9

38.3

42.1

22.7 

18.3 

18.6 

8.9 

8.0 

9.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度調査・全体
(n=4,933)

2020年度調査・全体
(n=4,945)

今年度調査・全体
(n=4,421)

多くの企業で配慮していた
ある程度の企業で配慮していた
配慮している企業もあったが、少なかった
配慮している企業はなかった

多くの企業
で配慮+

ある程度の
企業で配慮計

42.5％

43.3％

33.9％

12.9

21.9

11.3

29.6

21.4

22.6

34.7 

34.7 

30.7 

22.8 

22.0 

35.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2019年度調査・全体
(n=154)

2020年度調査・全体
(n=128)

今年度調査・全体
(n=73)

多くの企業で配慮していた
ある程度の企業で配慮していた
配慮している企業もあったが、少なかった
配慮している企業はなかった

※「就職活動最優先で活動していたため、よくわからない」と回答した者を除いたうえで集計 ※「留学経験者であることを特に意識せずに就職活動を行っていたため、わからない」と回答した者を除いた
うえで集計



 学生の就職・採用活動日程（「就活ルール」）については、学修時間を確保しながら安心して就職活動に取り組めることが
重要。

 2021年度卒業・修了予定者の就職・採用活動については、新型コロナウイルス感染症の影響による大きな混乱は見られず。
また、就活ルールの遵守には課題が認められるものの、昨年と比べて、就職・採用活動全体として更なる早期化の進行はみ
られず。

 経済団体等向け調査及び学生向け調査では、就活ルールが必要との回答が7割に上り、就活ルールが一定の役割。
 就活ルールの急激な変更は学生に混乱を生じさせるおそれ。「新卒一括採用」を中心とした採用活動の在り方は雇用全
体に係る中長期的な課題であり、雇用慣行の見直しには一定の時間が必要。見直しに向けた動きとして、日本経済団体連
合会と大学関係団体等の代表者により構成される「採用と大学教育の未来に関する産学協議会」（以下「産学協議会」
という。）では、新たなインターンシップの定義、その類型化に向け学生情報の採用活動に対する取扱い等の検討やジョブ
型研究インターンシップの試行的実施に取り組んでいる。

 インターンシップが広く活用されている一方で、就業体験を伴わないものも多く実施。就職・採用活動のルールとの関係で学
生と企業の双方にメリットがあるインターンシップの在り方の検討が必要。インターンシップの在り方については、産学協議会
において検討が進められており、今後十分な議論を経た上で早期に結論を得ることを期待。

 政府としては、2023年度（2024年３月）に卒業予定の学生について、現行と同じ広報活動3月・採用選考活動６
月・正式内定10月という就活ルールの遵守等を2021年度末を目途に要請。

 就活ルールの遵守を前提に、柔軟な日程設定や秋採用・通年採用等による一層の募集機会の提供に加え、第二の就職
氷河期世代を生まないとの観点から、中長期的視点に立った採用を進めるよう、必要に応じて要請。

※ 2024年度（2025年３月）に卒業予定の学生の取扱いは、来年度に改めて検討（これまでも就活ルールは毎年度決定）。なお、現時点においては、少なくとも現
行の日程を変更する必要があるとの強い意見はなかったとの認識を共有。

※ また、2025年度（2026年３月）以降の卒業予定の学生の取扱いは、今後の経済情勢と企業の採用活動の関係や産学協議会で検討されているインターンシップ
の見直しの動き等を見極め、在り方を含め検討を行うことで認識を共有。

2023年度卒業・修了予定者の就職・採用活動日程に関する考え方 ポイント
内閣官房・文部科学省
厚生労働省・経済産業省就職・採用活動日程に関する関係省庁連絡会議決定（令和３年11月29日）

＜参考：就職・採用活動日程のルール＞
2019年度卒業・修了予定者までは、①経団連が「指針」を策定し、②大学側（就職問題懇談会）が「申合せ」を行い、③関係省庁
（内閣官房、文部科学省、厚生労働省、経済産業省）が連名で経済団体等に対して遵守等を要請するというプロセスで策定されてきた。
2020年度卒から、経団連が「指針」を策定しない方針を表明したことを受け、就職・採用活動の日程を関係省庁連絡会議において検討。



※ 2024年度（2025年3月）卒の現大学１年生の日程につ
いても、関係省庁連絡会議で共通の認識を得る必要。

（参考）就職・採用活動日程に関する関係省庁連絡会議について

日本経済団体連合会による「採用選考に関する指針」の廃止方針、就職問題懇談会の「座長声
明」等を踏まえ、学生が学修時間を確保しながら安心して就職活動に取り組むことができるよう
検討を行うため、就職・採用活動日程に関する関係省庁連絡会議を開催
（平成30年10月９日 内閣官房長官決定）

卒業時期 広報活動（卒業前年度） 採用選考時期（卒業年度）

2014年度 (2015年3月) 12月 ４月

2015年度 (2016年3月) ３月 ８月

2016年度 (2017年3月)～2021年度（2022年３月） ３月 ６月

2022年度 (2023年3月) （現大学３年生） ３月 ６月

2023年度 （2024年3月) （現大学２年生）※今回決定 ３月 ６月

2024年度 （2025年3月) （現大学１年生） 2022年度に検討・とりまとめ予定

＜ 就職・採用活動日程に関する関係省庁連絡会議の構成等＞

＜ これまでの就職・採用活動日程のルール＞

【開催状況】

第６回：2023年度卒の就職・採用活動（令和3年11月29日）

第１回：2020年度卒の就職・採用活動（平成30年10月15日）
第２回： 〃 （平成30年10月29日）
第３回：2021年度卒の就職・採用活動 (令和元年10月30日)
第４回：新卒者等の採用維持・促進に向けた取組

(令和２年10月22日持ち回り開催)
第５回：2022年度卒の就職・採用活動 (令和2年10月29日)

議長 内閣官房副長官補
構成員 内閣官房内閣審議官

文部科学省高等教育局長
厚生労働省人材開発統括官
経済産業省経済産業政策局長

オブザーバー 日本経済団体連合会事務総長
就職問題懇談会座長



2023年度(再来年度(2024年3月))卒業・修了予定者等の就職・採用活動に関する要請 ポイント

＜要請内容のポイント＞

１．就職・採用活動日程を以下のとおり、遵守すること。
広報活動開始 ：卒業・修了年度に入る直前の３月１日以降
採用選考活動開始：卒業・修了年度の６月１日以降
正式な内定日 ：卒業・修了年度の10月１日以降

２．学事日程等に十分配慮すること。
採用選考活動は、土日・祝日、平日の夕方以降の時間帯などを活用するとともに、学生の健康状態に配慮。

３．上記１．の開始日以前にインターンシップを実施する場合、広報活動や採用選考活動と異なるもの

であることを明確にすること。就業体験を伴わないプログラムをインターンシップと称して行ったり、

情報発信することがないようにするとともに、学生の長期休暇の活用し、学事日程に十分配慮すること。

４．卒業・修了後少なくとも３年以内の既卒者は、新規卒業・修了予定者の採用枠への応募を可能とすること。

５．オンラインを活用する場合、学生に対し、通信手段等の事前明示、通信が乱れた際の対応等を行うこと。

６．日本人海外留学者・外国人留学生などに対し、多様な採用選考機会を積極的に周知・提供すること。

７．学生の個人情報の取扱い等について、法令を遵守すること。

８．セクシュアルハラスメント等の防止を徹底すること。

９．採用選考に当たり、成績証明等を一層活用し、学修成果や学業への取組状況を適切に評価すること。

＜背景等＞
 近年、就職・採用活動の日程が一部で早期化し、学生の就職活動期間は長期化する傾向。またインターンシップ

等を契機として、就職・採用活動の日程より前に実質的な就職・採用活動が行われる事例もあり、学生が学修時
間等を確保しながら安心して就職活動に取り組める環境を損なわれる事態も生じている。このため、インターン
シップの適切な実施と就職・採用活動の日程等の遵守徹底が必要。

 このため、2023年度卒業・修了予定者等の就職・採用活動に関する要請を下記のとおりとりまとめ、関係省庁連
名により広く経済団体等へ要請（2022年３月28日）。

※ 要請事項の周知状況等について、経済団体等へフォローアップを行う。

卒業時期 広報活動
（卒業前年度）

選考活動
（卒業年度）

2014年度（2015年3月） 12月 ４月

2015年度（2016年3月）
３月

８月

2016年度（2017年3月） ～ ６月

2023年度（2024年3月）新３年生 ３月 ６月

2024年度（2025年3月）新２年生 2022年度に検討




